
 

 

お・・同じ考えだ！（おなじです） 

い・・いい考えだ！（いいと思います） 

も・・もう少しくわしく聞きたい 

（もっと聞きたいです） 

ウ 人権が尊重される授業の実践例 

 ここでお示ししている実践事例は、教育センター講座の中で提示したもので、佐賀県人権･同和教育

研究協議会 人間関係づくり研究委員会『2013 年度版「子どもとつながる」 2014 年度版「子どもとこ

どもをつなぐ」実践編』（2015 年度版）から引用したものです。そのため、原文のまま掲載しています。 

 

（小学校 実践事例） 第２学年 算数科  

１ 単元名  新しい計算を考えよう 

２ 本時の目標  

○問題の場面を読み取り，基準量といくつ分を見分けて式を立て，説明することができる。 

３ チェックリストから見える授業づくりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 人権が尊重される授業づくりの視点 

①  自己存在感 

・子どもと教師でめあてとまとめを作り「授業に参加している」という実感を持つことができる。 

②共感的人間関係 

・話し合い活動(あいあいタイム)を通して，自他の考えを認め合うことができる。 

本学級では，これまでどの児童にも自分の考えを説明する機会を多く持たせることを意図して，

ペア学習を取り入れてきた。その結果，ノートに書いた式や図などを示し自分の考えを相手に伝え

ようとする態度が見られるようになってきた。しかし，友だちの説明に対してはだまって聞くだけ

になってしまったり，よく考えないで「いいと思います。」と答えたりすることも多い。 

そこで，あいあいタイムに「おいも」の視点でのサイ

ンを取り入れ，自分の考えを相手に分かってもらえてい

るか確かめながら伝えようとする態度や，うなずいたり

自分と友だちの考えの同じところや違うところを考えな

がら聞いたりする態度を身につけさせるよう指導してい

 人権が尊重される授業づくりチェックリストを

活用してこれまでの授業を分析した結果，ウ相互の

高まりや認め合いがある雰囲気の授業づくり，カ授

業の設定と指導が統一された授業づくりの点数が

低いことわかった。ペアや学級全体で意見を交流

し，自他の考えを認め合うことのできる学習活動

や，学習のふり返りの時間を確保したい。 

佐賀県人権･同和教育研究協議会 人間関係づくり研究委員会 

『2013年度版「子どもとつながる」 2014年度版「子どもと子ど

もをつなぐ」実践編』（2015年度）に掲載されています。 
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きたい。 

また，ＴＴを取り入れ個別指導が必要な児童に対してヒントコーナーを利用させるなど，きめ細

やかな対応ができるように留意し，学習内容の理解を確実なものとしていきたい。 

５ 本時の展開 (22/25) 

 
学 習 活 動 

教師の働きかけ(○) 評価(◆) 視点の 
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１．かけ算の立式の仕方を

想起する。 

 

 

 

 

２．問題，課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

 

３．解決の見通しを持つ。 

 

 

 

４．課題について調べる。 

・ 自力解決 

 

 

 

 

・２人組であいあいタイム   

・相手に分かるように 

話す。 

・「おいも」の視点 

お・・同じ 

い・・いい考え 

も・・もう少し聞きたい 

 

 

 

 

・全体であいあいタイム 

・自分との異同を 

考えながら聞く。 

 

 

○ ①の問題の式を立てさ

せ，かけ算は１つ分の数×

いくつ分で求めることを確

認する。 

 

 

○ ①②を比べて気付いたこ

とを発表させる。 

・ １人に２本→２人 

・ ２本ずつ→５本ずつ 

・ 一人分の数がない。 

  

 

○ 問題文の場面を絵や図な

どに置き換えるとよいこと

に気付かせる。 

 

○ 机間指導をし，図や絵で

１つ分の数やいくつ分を表

したり，ことばで説明を付

け加えたりするよう助言す

る。 

 

○ 自力解決が終わったペア

からあいあいタイムを始め

させる。 

 

○ 説明の後「おいも」のサ

インをさせるようにする。 

 

 

 

 

 

○ 数名の児童の図と式を示

し，説明させたり，他の児

童に友だちの考えを推しは

かって説明させたりする。 

 

○人の絵，鉛筆の

絵を見せ，１つ

分の数，いくつ

分を示す。 

 

 

○違いに気づける

ようヒントや助

言を与える。 

 

 

 

 

○人の絵，鉛筆の

絵を示す。 

 

 

○ヒントコーナー

で操作活動をす

る児童がいる場

合はその支援を

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○説明の補足を行

い，考えの良い

点に気付かせる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ①自己存在感 

児童と一緒にめあて

を作る。 

＊子どもたちによる

学習課題設定 

 

①自己存在感 

児童の学習意欲や習

熟の度合いを把握し，

ヒントカードを与え

る。 

②共感的人間関係の

育成 

・「おいも」の視点で

聞く。 

・図や式を示し，「こ

こ ま で い い で す

か。」と確かめなが

ら伝える。 

＊ペアトーク 

＊意見の練り合い・高

め合い 

 

 

 

 

 

① えんぴつを１人に２本

ずつ５人にくばります。えん

ぴつはぜんぶで何本いりま

すか。 

どんな式になるのか考えて，りゆうをせつめいしよう。 

② えんぴつを２人に５本

ずつくばります。えんぴつは

ぜんぶで何本いりますか。 
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 ５×２＝１０ 

 

 

 

 

 

５．学習のまとめをする。 

 

 

 

６．適用問題を解く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．本時の学習を振り返

る。 

 

 

 

 

 

 

 

○ ①と②は答えは同じでも

式の意味するところは違う

ことを確認させる。 

 

 

 

 

 

○ 図や絵で場面を確かめ，

式を立てるようにさせる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 本時の学習を振り返って

自己評価させ，簡単に感想

を書かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

○①②それぞれの

場面の違いを図

で示して確認さ

せる。 

 

 

 

 

○問題を提示し，

解答を確かめさ

せる。 

・３こずつ４ふくろ 

→ ３×４ 

・４こずつ３ふくろ 

→ ４×３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ①自己存在感 

② 児童と一緒にまとめ

を作る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ふり返りカード 

 

 

 

かけ算の問題では，「1つ分の数」×「いくつ分」

になるように式を立てるとよい。 

◆ １つ分の数・いくつ分を見分けて図

や絵に示し，かけ算の式の意味を説明

することができる。(ノート，発表) 

→ 場面の絵を見せたり具体物を動かし

たりしながら１つ分の数をおさえ，か

け算の立式をさせる。 

 みかんが□こずつ入って

いるふくろが□ふくろあり

ます。みかんはぜんぶでなん

こありますか。 

◆ １つ分の数・いくつ分を見分けてかけ算の式

を立てることができる。（ノート，発表） 

→ 絵や図を示し，１つ分の数・いくつ分をおさ

えて立式できるよう個別指導をする。 
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６ 考察 

（１）視点について 

①自己存在感 

  学習のめあてを教師と一緒に考えることで，今日の学習で 

どんなことを考えればいいかを考え，意欲的に学習に参加す 

ることができた。まとめの場面でも，自分なりの言葉で表現 

するために，学習内容をもう一度ふり返りわかりやすくまと 

めようとしていた。 

 

②共感的人間関係 

２人組でのあいあいタイムでは，「おいも」の視点を与えることで自分と友だちの考えの同じと

ころや違うところを考えながら聞いてサインをしていた。また話す方はノートを指さしながら説明

したり，｢ここまでいいですか｣と尋ねたりしながら，自分の考えを分かってもらおうとしていた。 

全体でのあいあいタイムでも，説明の途中で｢続きが言える人｣と尋ねて続きを別の児童に発表さ

せた。子ども達は友だちの考えをよく聞き，続きを考え

て発表していた。 

このように相手の考えを認め合う活動を続ける中で，

学習のふり返りのなかにも，自分のことだけでなく友だ

ちのがんばりを認めるような記述が出てきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）成果と課題 

  算数科の中でも学習の中に｢あいあいタイム｣を設け，話し合い活動を取り入れている。ペアや全体

での話し合いの場で自分の考えを友だちに説明する際には，相手意識を持ちわかりやすく伝える工夫

をさせた。また，友だちの考えを聞く際にも、視点を明確にして聞かせるようにした。このような話

し合い活動を繰り返す中で，自分の思いを伝えたり友だちの考えを受け止めたりする力がついてきて

いる。 

これからも各教科・領域の中で、人権教育の視点に立った授業の工夫を進めていくことで，子ども

と教師，子どもと子ども，学級みんなが関わり合って仲間とともに生き生きと学び合う子どもの育成

をめざしていきたい。 

Ａ 
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